
環日本海域環境研究センターシンポジウム 

- 平成２６年度共同研究成果報告会 - 

 

日 時：平成 27年 3月 5日（木）13:00 ～ 6 日（金）15:30 

会 場：金沢大学自然科学系図書館大会議室  

主 催：金沢大学環日本海域環境研究センター 

 

 

プログラム 

 

 

◆１．共同研究成果報告会 

開催日時：平成 27年 3 月 5日（木）13:00-17:30 

 

12:00-13:00  受付 

 

13:00-13:10  1.開会挨拶 

 

13:10-14:00  2.特別講演 Special lecture  

        座長：松木 

講師： 

 Dr. Stephen Pointing 

 ニュージーランド・オークランド工科大学 

 Auckland University of Technology (AUT) 

 

講演題目： 

 “Microbial risk assessment of tropical urban bio-aerosols” 

 “Desert dust, microbial dispersal and biogeography” 

 

 

14:00-17:30  3.共同研究の成果報告（一般研究課題）       

       座長：長尾、柿川 

 

趣旨説明 早川和一センター長 



大嶋雄治 （九州大学） 

「多環芳香族炭化水素類の影響評価：水生動物に対する作用の解析」 

勝田長貴 （岐阜大学） 

「北海道西南部・大沼年縞堆積物の成因」 

山田隆二 （防災科学技術研究所） 

「斜面崩壊履歴の解明に向けたせき止め湖底堆積物の分析」 

田中幸哉 （慶煕大学校） 

「モンゴルにおける河川および湖沼堆積物分析による歴史時代の古環境」 

金谷久美子 （京都大学） 

「黄砂時のエアロゾル中の微生物量と、アレルギー症状の関連」 

 

 休憩（15:45-16:05） 

 

猪股弥生 （アジア大気汚染研究センター） 

「硫黄同位体比を用いた越境大気汚染物質の発生源寄与解析」 

定永靖宗 （大阪府立大学） 

「アジア大陸から輸送される反応性窒素酸化物の包括的・種類別動態解明」 

亀田貴之 （京都大学） 

「黄砂と海塩粒子の相互作用によって生じる有害塩素化多環芳香族に関する研究」 

川﨑一雄 （富山大学） 

「環境磁気の手法を用いた環日本海地域の山岳保全に関する研究」 

 

 

◆  研究交流会 

日 時： 平成 27年 3月 5日（木）18:30～20:30 

場 所： KKR ホテル金沢２階小宴会場「やよい」  （５頁目を参照下さい） 

バスによる会場への送迎について： 自然研前バス停 17:45 分発 

 

 

◆１．共同研究成果報告会 (つづき) 

開催日時：平成 27年 3 月 6日（金）09:00-09:30 

 

09:00-09:30  4. 共同研究の成果報告（重点研究課題）   

        座長：柿川 

 

佐藤啓市 （アジア大気汚染研究センター） 

「北東アジアにおける炭素状粒子の大気沈着量及びその地域特性の解明」 



◆２．環日本海域環境研究センター成果報告会 

開催日時：平成 27年 3 月 6日（金）09:30-15:30 

 

09:30-12:15  1. 平成 26 年度センターの成果報告   

       座長：鈴木 

 

09:30-09:45  全体概要 早川和一センター長 

09:45-10:15  自然計測領域 地球環境計測研究部門 

10:15-10:45  自然計測領域 エコテクノロジー研究部門 

10:45-11:15  自然計測領域 生物多様性研究部門 

11:15-11:45  自然計測領域 生体機能計測研究部門 

11:45-12:15  環境情報領域 自然環境情報/人間環境情報研究部門 

 

 休憩（12:15-13:30） 

 

13:30-15:20  地域研究領域 環境・防災/人文・社会研究部門 

スペシャルセッション「環日本海域の学際的地域研究」   

座長：塚脇、関口 

 

日高健一郎 （東京芸術大学/筑波大学名誉教授） 

「環日本海域と世界遺産」 

 

板垣英治 （金沢大学名誉教授） 

「加賀藩の兵学の調査・研究、１８年の軌跡  加賀藩の火薬と軍備」 

 

荒木祐二 （埼玉大学教育学部） 

「奥能登地域における栽培体験活動の現況－世界農業遺産の継承に向けて－」 

 

木村一也 （金沢大学地域連携推進センター） 

「能登半島の農業景観とアオサギの採餌場所の季節変化の関係」 

 

堂満華子 （滋賀県立大学環境科学部） 

「後氷期日本海の現在型表層水環境の成立－「日本海域研究」の成果を中心として－」 

 

 

15:20-15:30  2. 閉会挨拶 早川和一センター長 

 



◆ シンポジウム会場へのアクセスについて 

「金沢大学自然科学系図書館棟１F 大会議室」 

 

 

金沢大学角間キャンパス 

〒920-1192 金沢市角間町 

http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/access/ 

http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/access/


 

◆ 研究交流会会場へのアクセスについて 

 「KKR ホテル」 

 

日時： 平成 27年 3月 5日（木）18:30～20:30 

場所： KKR ホテル金沢２階小宴会場「やよい」 

 

〒920-0912 石川県金沢市大手町 2-32 

Tel (076)-264-3261[代表] 

Fax (076)-224-3608 

http://kkrhotelkanazawa.gr.jp/banquet/places/nishiki 

 

バスによる大学から会場への送迎について：  

   金沢大学自然研前バス停 17:45 分発 

http://kkrhotelkanazawa.gr.jp/banquet/places/nishiki

